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直窺霊

災予防運動
1 1月26日--12月 2日

寒
さ
も
在
検
し
い
い
加
わ
り
火

の
気
的
絡
し
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
砂今

年
も
十
…
同
月
二
十
六
段
か

ら
十
二
月
二
日
ま
で
会
陸
一
斉

に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

消
防
本
総
で
は
、
次
的
雨
宮
相
聞

に
よ
り
こ
の
運
動
を
惜
慨
し
滋
め

る
土
と
に
し
て
お

9
ま
す
の
で

市
民
的
俊
絞
め
ご
協
力
を
お
隣

い
い
た
し
ま
す
。

運

動

の

図

的

こ
の
遂
織
は
‘
火
災
多
数
織

を
鍛
え
る
に
あ
た
り
、
お
災
一

人
一
人
の
防
火
設
設
内
向
上
合

同
閥
り
、
火
災
内
発
ゑ
防
止
と
人

命
淡
町
問
事
然
的
措
削
減
を
期
す
る

こ
と
を
凶
制
約
と
し
て
お
り
ま
す
む

今

年

の

選

勤

①
家
畿
に
お
け
る
安
余
点
検

ア
、
義
人
・
病
人
・
総
出
品
な
ど

の
就
寝
地
明
訴
の
得
点
後

，q
‘
た
ば
こ
の
投
げ
除
問
て
と
世
相

た
ば
こ
の
時
抑
止

ウ
、
哨
倒
火
制
時
呉
の
そ
な
え
つ
け

ふ
、
媛
房
線
終
的
圧
し
い
緩
い

方
②
旅
館
・
鼎
哨
加
問
・
材
開
貸
出
回
託
ど

に
お
け
る
潟
防
用
開
設
線
内
線

守
お
よ
び
凝
臨
時

ア
、
崎
市
時
間
附
川
絞
然
主
ど
の
ぷ
険

お
よ
び
保
守
斡
官
補
悼
の
激
惑

イ
‘
避
臨
時
終
的
措
峨
捕
時

ウ
、
判
蹴
機
誘
導
的
徹
縫

品
、
竣
叫
時
刻
線
的
災
総

③
工
場
・
作
業
務
の
総
数
的
自

ゑ
hnn
検

ア
、
危
険
物
な
ど
丹
泌
総
的
終

土中
k
品
検

ィ
、
像
前
官
級
絞
め
実
施

統
一
様
開
閉

吋
脇
陣
に
も
持
か
け
あ
っ
て

よ
い
防
火
」

予
防
運
動
実
施
期
間
中

の
主
な
行
事

@
十
一
簿
一
一
十
六

8
午
約
七

時
閣
問
時
間
国
有
・
支
所
お
よ
び
市
内

各
分
間
同
時
サ
イ
レ
ン
・
地
十
綿
織
な

ど
内
…
待
攻
同
時
打
蹴
離
を
日
付
金
い

ま
す
。
(
油
開
柄
欄
州
制
陸
常
世
田
号
〕

@
十
一
月
二
十
六
日
M

補問時間事

に
よ
る
市
内
火
災
予
防
露
日
出
バ

レ
i
ド
お
よ
び
分
開
同
人
闘
ウ
務

災
・
水
訓
刊
な
ど
の
点
検

@
端
情
時
問
機
災
に
よ
る
中
郡
山
門
ι地

検
牧
場
立
繋
(
十
一
月
一
一
十
六
日

か
ら
二
十
九
日
ま
で

J

お
よ
び

添
市
内
火
災
危
険
限
緩
に
対
す
る

予
務
査
媒
{
十
一
月
三
十
日
・

十
二
例
均
一
目
前
一
…
日
間
柑
党
総
)

@
抽
市
併
問
本
酬
備
。
時
間
火
協
会
・

敢
然
物
公
余
協
会
内
会
的
に
よ

る
市
出
門
火
災
予
油
関
税
一
民
パ
レ
ー

ド
を
十
…
阿
川
コ
一
十
自
に
噛
内
総

品
暗
中
巾
出
門
小
中
学
校
ゑ
終
に
よ

る
火
災
予
防
衛
画
ポ
ス
タ
!
な

ど
の
募
集
お
よ
ぴ
陥
概
数
(
予
仲
抑

制
制
限
中
部
加
枇
々
ン
タ
!
巾
刊
に
際

添
い
た
し
ま
す
@
)

@
消
防
駆
告
と
拙
問
時
開
岡
山
内
漆
開
時

間
間
協
間
火
災
時
世
時
間
演
桐
闘
を
葬
地
区

ご
と
に
次
向
日
開
械
で
爽
怯
摺
い
た

し
ま
す
匂

品
相
官
叩
銭
地
区
十
二
月
一
日
目

@
我
孫
子
柏
崎
町
民
十
一
一
"
月
二
日

。
湖
北
総
町
民
十
二
位
月
二
日

⑧
火
災
予
仲
間
後
回
開
幕
・
ポ
ス

火
災
危
険
区
域
内

予
防
査
察
の
細
部
計
画

本
淡
建
築
物
内
縁
畿
地
な
ど
綴
本
前
町
二
了
尚
喜
一
敏
双
号
1
一一

火
災
予
防
上
段
後
と
忍
わ
れ
る
十
一
努
ま
で
の
二
十
一
…
僚
批
市

町
机
柚
摘
出
門
的
故
事
担
ア
総
指
令
そ
。
中
堅
三
一
一
間
関
i
…
札
口
一
五
番
地

約
抽
出
火
気
を
使
燃
す
る
得
能
川
に
ま
で
竺
一
…
ト
二
品
也
管

つ
い
て
浪
人
検
査
を
帯
内
線
い
た
綴
中
陥
没
ぉ

O
五
得
総
閥
均
浴
円
五

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
〈
だ
き
十
間
関
骨
一
緒

る
よ
う
お
駁
い
し
ま
す
。

A
M
布
役
二
四
五
九
i
一一一。一一

V
問

時

務

地

ま

で

的

ぷ

ト

…

一

一

世

祭

開閉拘刊
m
間
十
八
年
十
一
月
一
口
十
時
制
右
往
一
一
一
ぷ
七

O
i
二
九
八
総

務
か
ら
十
一
一
月
…
お
ま
で
務
総
ま
で
の
二
十
同
時
澄
帯

(
午
前
九
時
吋
か
ら
正
午
ま
で

)
γ
窓
ち
入
り
検
変
貨
の
綴
畿
は

軍

隊

機

制

制

綴

・

制

刺

繍

・

一

地

震

幾

総

と

し

、

mw
本
町
一
一

γ悶

M
m問
委
一
号
1
一
…
一
一
名
一
紘
一
で
行
な
い
ま
す
。

十
一
秒
ま
で
の
一
一
一
十
八
般
務

火災危険区域箆

EF 
昌盟Lt

我

孫

子

;制

~t 

タ
ー
主
ど
を
古
川
内
要
所
に
波
紋

@
火
災
予
仲
間
チ
ラ
シ
を
市
内

全
世
忠
清
に
院
議
い
た
し
ま
す
的

で
、
会
所
会
ど
の
時
国
や
す
い
所

へ
給
っ
て
く
だ
お
い
。

ゆ
油
開
附
附
本
部
に
よ
る
叫
間
際
老

人
宅
べ
的
予
料
開
発
後

品
朝
刊
悶
火
線
談
会
を
火
災
予
州
間

部
構
酌
抑
制
問
問
中
予
定
し
て
お
リ
ま

す
の
で
、
グ
ル
ー
プ
・
肺
町
内
・

戦
場
内
で
4
朝
刊
日
唱
が
品
り
ま
し
た

ら
、
治
州
問
本
畑
山
予
防
保
守
受
叫
刊

行
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
取
込

み
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
計
的
し
て
お
り

ま
す
的
で
、
ニ
め
波
動
的
叫
制
緩

が
、
あ
が
る
よ
う
市
民
的
後
録

的
ご
協
力
を
お
縦
い
し
ま
す
@

市
火
災
予
防
条
例
を
改
正

十
月
一
一
位
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

兆
四
知
子
市
に
「
火
災
子
時
間
条

約
」
と
い
う
条
脳
内
が
あ
る
の
を

ご
存
知
で
す
か
。

こ
の
条
例
は
京
総
時
台
所
か

ら
ヱ
鴻
に
い
た
る
ま
で
的
、
仲
間

火
的
方
淡
を
綴
か
く
淡
め
た
も

の
で
す
。
し
か
し
議
近
内
緩
総

後
術
的
発
達
や
新
し
い
形
態
的

火
を
使
う
設
縫
‘
機
随
時
熱
滅
的

努
現
に
よ
り
、
火
災
内
総
生
も

殺
し
い
挙
制
内
が
多
〈
見
ら
れ
る

火
災
予
防
ん

i
ル
の
近
代
化

そ

の

…

危
険
物
の
貯
綾
取
扱
い
方

m
w
危
険
物
(
拍
削
減
等
〉
め
酌
町
議

取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
そ
の

ゆ
廿
は
駄
に
関
係
な
〈
統
制
桝
き
れ

た
こ
と

③
ι
7
H
鳳
品
臨
時
間
品
開
の
軒
町
線
柄
引
緩
い

を
日
昼
外
で
何
日
う
場
合
は
、
そ

の
官
官
協
駄
に
昨
ゆ
と
た
変
拙
端
的
織

を
と
る
よ
う
畑
地
鮒
制
さ
れ
た
こ

》、
竺里曾 刷 L一一一一『ニ出口=之容i緩問機~Ií

後 l霊ヲ~~"詑
二塁hh
「門司広間

傾
向
に
な
り
ま
し
た
。

ニ
札
ら
の
火
災
危
険
を
時
閉
止

す
る
と
と
も
に
、
議
時
間
関
係
渋

A
V

的
改
正
に
と
も
な
い
、
殺
開
閉

子
中
期
火
災
予
時
間
条
例
が
絞
ぶ
さ

れ
、
附
哨
和
四
十
八
ネ
十
月
一
日

か
ら
強
行
事
れ
ま
し
た
。

こ
め
条
約
の
ふ
宋
な
改
正
点
を

令
制
聞
か
ら
一
ニ
削
闘
に
分
け
て
内
務

を
お
紛
ら
せ
し
ま
す
。
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一
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寸
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rν
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ク
ム

m

吋

1
m

シ叩一フ

i
 
J

タ
ド

耳Z
扱

い
を
行
う
場
合
M
M

‘
袋
内
を

燃
え
会
い
柑
隅
議
と
す
る
こ
と

②
少
絞
品
臨
時
間
物
的
絵

k
-
陥地下

タ
ン
ク
に
つ
い
て
丹
議
犠
を

設
け
た
こ
と

制
臨
拭
庁
で
危
険
絞
め
貯
蔵
取
ぬ

い
を
行
う
的
吋
は
一
定
的
決
織
を

殺
げ
る
か
.
不
燃
掛
刊
の
峡
ま
た

は
同
組
火
務
地
端
的
喰
を
設
け
る
、
}

と
(
閉
山
を
参
間
関
)

以
上
的
機
は
ぜ
ひ
守
っ
て
く

だ
幸
い
e

市
す
ら
な
い
と
あ
な
た
自
身
ゑ

倹
に
怒
ら
さ
れ
る
と
終
に
‘
一

tw向
以
下
町
総
会
い
い
処
せ
ら
札

る
事
も
み
り
ま
す
e
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市
則
的
対
政
的
松
態
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
篠
年
五

同
月
と
十
一
月
内
二
問
問
広
報

あ
ぴ
こ
を
通
七
て
務
開
伐
の

み
な
さ
ん
に
紡
致
事
後
を

公
淡
し
て
お
り
ま
す
.

今
削
附
は
も
絞
殺
聞
出
十
七

年
皮
肉
淡
裁
と
間
階
級
四
十

八
年
間
間
汚
…
邸
時
か
ら
九
月

一
一
一
十
詰
ま
で
の
予
滅
的
執

行
状
況
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
，

明
暗
燃
は
、
緩
和
樹
間
十
七

年
一
皮
的
議
な
鞠
暗
殺
築
業
で

す
@

昭和47年度決算

5，760万円天王会都市下水路事業!昭和47年度決算の状現〈…畿会計)1
10億各~10悠

51章

5当

:~ 

F 

(ごみ競却場}
23，900万円

クリーンセンタ…
45-47年継続纂襲撃。壇場噛

市
川

W 

お
・‘滋
宮.... 

豊

富

際

医

胡

・

魚

住

金

同
総
燃
料
一
半
数
料

門

閣

そ

の

総

計
潜
哨
附
か
ら
の
機
一
翠

九

時

繰

越

金

関
崎
間
同
国
間
関
か
ら
の
篠
山
雲

閣
晴
晴
沼
崎
哨
市
め
後
金

地

方

交

付

税

税

金

5稼

。

道路事業
7，925]]fIl 惜の重量償〈一般会計〉

2畠，324，:iドJft誌グ〉そ

1，695万円市民ブール襲撃殺事業

18，342 ]]河

く龍いみ工)

借金の総額 131， 130万円

衛生主導草案

岳4，09争万円

事支干著書毒係

災機会 i叫 j保険会設
7，136万円 1，440]]円 351万fIl

市中委員孝子 22，事10]]fIl

章第絞省 37，39BnP:] 

大蔵省

55，895万円

税 金 の 貴 楓 状 況

一世帯当り

61，270円

日

人当り

16，881円

A
M川

出

i 47年鹿の水i麓聯構i
収入i資額

28，047万円

支出横線

22，908万円

日n
道路舗装事業(布性~青山譲)

5，3307J丹

864 
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昭和特年度予算

48. 11. 16 ア同一
r; 議事

画記五主主予算の執行状混〈一般蚕瓦司

3，740万円第ニ小学校増築事業

唖三む
口i予算額

癌 i収入・支出綴

l争a

5象

唾三〉

3，000万円手賀治遊歩道整備事業
(~善努山新尽き意先)

余生育諸
制

胤

間

ゑ

醤

M

消

防

別

職

自

公

楠

間

後

農
牧
水
稼
業
商
工
機

そ

の

他

告主・
州

間

金

油
相
カ
ム
交
付
税

関
か
ら
め
務
叫
削
余

分
料
金
・
向
周
知
持
金

俗

的

役

食

品

開

蹴

出

品

現

岡
町
か
ら
め
務
助
金

そ

の

抽

出

望者殺害者資

(収入済翻 i一万円 (51間 1
支出;資額!ヰ3，591万円 (42.4%)J 

昭和総司王告月 30S税夜
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ヰ

あ
き
家
入
居
募

事
は
、
中
間
稼
徐
容
一
一
議
、
二

種
補
欠
入
居
者
金
募
蜘
濃
い
た
し

ま
す
。今

隠
は
昭
和
問
問
十
八
年
絞
約

機
欠
縦
鋭
的
募
集
で
す
@

欄
怖
在
一
…
締
開
後
議
一
…
較
が
空
い

て
お
号
ま
ず
が
、
縦
約
照
明
十
八

年
中
に
空
き
し
だ
い
入
総
で
き

会
4
冊
余

'aw

wv
入
総
資
総

①
市
内
に
一
冬
以
上
機
除
し

て
い
る
人
で
、
端
怖
叶
机
仲
院
議
に

陥
闘
っ
て
い
る
こ
と
が
紛
ら
か

で
あ
る
こ
と
。

③
緩
和
制
凶
十
七
年
疫
の
絞
入

が
制
制
交
に
滋
滋
す
る
も
の
。

③
現
に
問
時
惜
し
、
ま
た
は
関

経
し
よ
ラ
と
す
る
幅
制
緩
(
織

綴
繍
山
山
を
し
て
い
な
い
が
噌

交
議
苑
立
事
故

ゼ

ロ

田明聾

&趨窃

本
第
一
汚
か
ら
十
n
月
ま
で
に

品
開
制
日
耐
常
務
附
閣
内
で
究
明
端
事
訟
に

よ
り
死
亡
し
た
+
n
H
H

、
一
…
一
十
八

名
と
な
り
、
時
時
年
間
刑
期
よ
り
な
.

名
も
増
え
て
い
ま
す
。

総
務
紫
綬
H
H

掴
叫
夜
、
ぷ
凡
明
朗

死
亡
薬
品
蹴
ぜ

ω
作
戦
」
を
進
め

て
い
ま
す

φ

み
な
さ
λ
の
ご
協

力
を
お
お
が
い
い
た
し
ま
す
。

ニ
と
し
の
死
亡
世
帯
仏
関
め
特
徴

は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
滋
附
附
削
剥
j
掛
附
滋
十
六
名
・
国

道
ム
?
お
・
中
時
議
八
お
と
な
っ
て

い
ま
す
。

@
制
捕
獲
融
制

i
事
と
療
行
翁
十
七

名
‘
中
車
と
市
平
十
四
名
・
泰
樹
都
議

開
制
お
ど
棋
と
出
回
都
執
事
一
名
再
開
制

と
な
っ
て
お
号
、
歩
行
数
師
事

故
が
昨
年
よ

9
叩
品
名
揃
噌
え
て
い

ま
す
。

。
肱
加
場
一
時
間
同
!
夕
方
か
ら
深
夜

伊議事

務
炎
上
嶋
崎
制
附
剛
関
係
と
問
問
擦
の

古
事
務
に
あ
晶
務
、
そ
丹
後
婚

約
者
を
含
む
〉
が
為
る
こ
と
。

V
蹴叩
1
拍蝿情出削掛甜晴朗

①
術
品
扮
怜
山
市
部
入
続
申
込
書

②
議
持
続
仲
抗
議
入
綴
潟
市
居

③
持
出
回
目
擦
の
総
本

@
開
咽
和
利
m
間
十
七
年
波
総
寺
支

払
い
絞
開
明
書

曹
入
臨
哨
畑
瑚
品
噌
の
官
庁
漆

-
①
選
考
委
国
民
会
が
物
流
僚
を
絢

申
立
一
し
、
住
宅
的
問
国
際
宇
品
般

会
い
の
官
同
い
者
か
ら
入
談
議

舎
内
問
点
地
し
ま
す
。

②
入
緩
和
制
を
浴
考
す
る
場
合

で
住
宅
内
閣
制
制
緩
伎
の
内
止
め

が
た
い
者
に
つ
い
て
は
、
公

開
問
機
選
に
よ
号
入
活
者
を
決

存

戦

〈
午
後
六
時
午
前
三
時
吋
〉
が

一
幾
多
く
、
灘
間
で
は

g
緩‘

火
酬
鴫
‘
水
綴
録
的
機
で
す
。

品W
率
一
軍
関
別

1
報
官
鴫
湘
品
病
問
問
市
単
一
一
十

一
一
名
、
大
型
紫
効
率
六
名
・
務

総
貨
物
準
一
一
一
名
の
綴
で
、
神
智
満
瑚

品
取
閣
議
内
挙
後
同
同
時
昨
年
よ
り
六

名
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
a

@
原
田
副
総

l
浅
山
肌
鴻
附
は
が
設
も

多
く
、
わ
き
見
運
転
、
徐
行
滋

絞
め
綴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

義
人
と
チ
ど
も
で
は
、
老
人

六
お
、
幼
児
問
名
が
い
ず
れ
も

道
路
へ
の
と
ぴ
出
闘
し
、
率
的
夜

曲
問
機
断
が
夜
間
四
で
す
α

オ
i
ト
パ
イ
に
よ
る
宮
中
数
は
宅

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
い
た

め
で
す
の
で
必
ず
か
よ
っ
て
く

だ
さ
い

6

歩
行
者
で
は
、
老
人
と
子
ど

も
告
家
族
ぐ
る
み
で
係
論
判
す
る

戒
し
ま
ず
e

軍
事
込
搬
用

総
務
図
十
八
年
十
}
肖
月
十
六

お
か
ら
十
一
一
同
月
一
語
ま
で

そ
の
他
総
帥
鯛
に
つ
い
て
ほ
、

市
役
所
管
線
総
ま
で
お
問
問
い
合

せ
く
だ
き
い
お

業露 A手芸若者手悪事議建疑事専
と
と
も
に
、
淡
い
粧
品
制
は
絡
対
ス

ピ
ー
ド
を
取
し
す
事
な
い
よ
う

わ~ーい/
ニっちの方が大さいや

寿・線・滋ヰち舎の各保育問'A.的みなさ

ん1;1、資ヲミのもと、いもはりじたのLい

ーー日をすごしました。

E草分件費員より長いおいもが、之のやよ

りどんどんでてくるため、おどろいた号、

不波議鐘がったりして、はしゃぎまわって

いました。

これは三係予苦闘気約否六十名が…ヶ所

{こ緩ま号、 E当然鋭機と筏撃を棄まねた{撞し

で、大成;J;きのうちにおわりましたe

交
通
ル
!
ん
を
守
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
a

V
噛
綱
本
メ
ガ
ネ
昨
桐
〈
同
問
中
巾
〉
か

ら
邑
入
浴
メ
ガ
ネ
を
十
一
…
一
級
い

た
だ
き
ま
し
た
。

中
市
は
裂
さ
っ
そ
く
市
田
氏
譲
受

付
け
に
お
い
て
.
山
間
岡
地
き
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

軍
家
北
商
纂
株
式
会
社
か
ら
教

育
総
紋
に
と
十
万
m
門
的
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
は
帝
鮮
協
欄
を
榔
購
入
し
、
中
市
宵

公
民
材
陣
に
あ
呼
ま
す
ぷ
県
北
文

樹
埠
い
へ
総
入
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
十
九

wv
純
綿
子
ラ
イ
オ
ン
ズ
タ
ラ
ヅ

の
み
な
事
λ
が
‘
十
月
十
六
設

に
券
投
絞
殺
内
一
繍
と
し
て
、

市
内
否
一
一
一
十
本
的
カ

i
ブ
ミ
ラ

ー
を
済
協
即
し
て
く
だ
苦
い
ま
し

た
a

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

療
を
滋
転
す
る
み
な
さ
ん
は
、

こ
れ
ら
の
焚
滋
策
金
施
設
を
充

分
活
用

L
.
後
九
軍
潮
崎
齢
相
を
守
っ

て
〈
だ
き
い
。

毅
掠
子
罷
-
u
n
ク
叩
フ
ブ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で

東
高
崎
間
穏
や
申
務
付
織
内
少
年
タ

予
プ
球
技
終
が
も
十
月
十
九
時

に納問中市斜地
A
M
グ
ラ
ン
ド
場
に
お

い
て
議
火
に
閣
か
れ
ま
し
た
。

我
孫
子
市
か
ら
は
‘
叶
我
孫

子
問
問
・
日
ク
ラ
ブ
し
と
よ
叩
住

総

-
H
7
ラ
プ
」
が
参
加
し
、

口
同
鎖
的
綾
田
岡
市
成
田
市
を
い
か
ん
な

〈
発
欄
押
し
て
も
を
か

f
も
吋
我

孫
子
間
関
・
刊
誌
タ
ラ
プ
い
は
ソ
ァ

行政相談
人権擁護麓欄談

公11月26B (月)

10持-3時

食中陣下青年繰

家
庭
児
笈
胡
制
緩
蜘
統

制
い
後
綴
的
お

F
同
開
が
た
や
、

ご
波
併
の
お
子
織
が
た
の
こ
と

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
ご
綴

殺
で
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
@

お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
e

v鋒
滋
男
縄
問
と
木
露

go

キ
約
九
時
吋
か
ら
午
後
三
時
吋
迄

滋
}
前
市
役
所
綴
法
官
学
務
部
間
内

家
庭
児
童
綴
綴
議

ザ
稽
隠
(
八
二
18
一
…
説

一
藩
勝

ト
ポ
ー
ル
的
裁
に
お
い
て
一
一
ぶ

鴻
閣
総
使
紛
と
縁
か
し
い
成
果
を

お
事
的
即
州
市
代
殺
と
し
て
燥
大

会
へ
山
部
川
鳴
す
る
こ
と
に
な
り
ま

F

d

a

 

t
犬

側
樹
立
融
制
崩
時
制
制
線

制
甥
制
耐
火
今
枝
学
生
背
骨
骨
鍋

疫
学
、
技
術
前
中
絞
め
著
し
い

進
獲
に
と
も
な
っ
て
も
後
組
問
労

動
力
に
対
す
る
祭
酬
明
件
同
校
絞
め

潟
質
化
へ
と
要
求
が
高
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
校
総
岬
静
岡
け
と
生
産
都
内

在
的
迷
油
精
没
者
行
う
獄
後
が
場

大
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
点
か
ら
総
裁
制
問
機

的
繁
樹
期
大
学
校
が
新
設
さ
れ
、

制暗殺間関
i
T
九
年
間
出
開
丹
の
発
足
を

待
っ
て
い
ま
す
。

内
容
は
次
め
と
お
り
マ
す

q

v位
置
科
・
定
員

集
議
機
械
終
・
金
属
成
形
日
刊

蜘
熱
出
汁
鴨
瑞
叫
酔
制
ヤ
環
崎
明
化
学
科

欄
眠
気
持
・
後
一
ナ
制
竹
・
建
築
制
円

自
動
率
制
件
各
町
一
十
名

wv
受
験
資
格

す

4
喝

肘

延
期

謡
旬
。
。

納

噺

の

称
月
磯

村

H

燦

h
p
糟関

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
家

V
費

用

品
e
m
円
(
由
民
靴
料
、
冷
負
制
時
(
一
二
十
名
以
上
的
場
合

紛
で
ナ
。
お
子
様
と
カ
ァ
コ
よ
後
終
五
時
M

八
吋
)
交
通
曲
質
協
一
口
数
刑
期
}

く
品
情
る
た
め
、
受
税
の
た
め
町
滋
秘
会
野
球
場
の

V
申
込
先
鋭
門
間

ス
ケ

i
ト
教
裁
を
次
の
と
&
り

j

十
一
塁
ぷ
十
時

側

同

濯

し

ま

す

。

こ

ろ

ぷ

と

機

い

冬

祭

事

織

と

滋

織

隅

我

孫

子

治

我
M
姉
弟
e

…
八
五
八

と
し
り
こ
み
さ
れ
る
方
は
ニ
的
潟
品
仙
台
野
球
場
を
丸
、
診
〈
十
我
孫
子
務
教
育
委
民
会

際
ぜ
ひ
と
参
綴
下
き
い
a

ぶ終月
i
一
一
…
丹
)
的
苦
闘
輔
君
に
使
(
八
↓
一
)
一
一
五
一

V
期
間
H

士
一
月
卜
目
、
十
-
一
聞
出
し
た
い
ふ
7
1
ム

は

.

封

言

と

畿

媛

大

会

噌

場

変

更

段
、
十
機
日
、
十
七
語
、
十
整
備
に
つ
い
て
打
ち
合
せ
会
を

九

百

五

閥

、

双

間

総

開

き

ま

す

持

で

お

務

ま

q
ず
さ
十
月
十
六
日
努
終
銭
的
卓
時

V
斡

吋

欄

間

午

前

九

時

吋

一

一

…

十

分

か

い

。

大

会

会

場

を

次

的

巡

り

後

W
R
い

ら

十

二

時

智

湖

沼

十

一

月

二

十

気

自

た

し

ま

す

@

V
塊
嚇
端
問
叫
刺
殺
同
Y

ス
タ
i
ラ
ン
ド
智
臨
時
制
問
午
前
…
時
三
十
分

V
醐
料
館
冊
子
中
学
校
体
育
鯨
が
ら

wv
対

象

議

縫

綴

人

帯

綴

税

制

尚

北

山

口

支

部

明

殺

柑

開

予

滋

校

体

醜

開

館

一日Z
霊
祭
事
法
一
一
簿
記
法
一
袋
一
義
一
銭
議
泌
総
護
送
猛
筆
画
一
家
宝
喜
一
三
室
Z

至
2
2一
一
三
云
重
喜
一
設
置
稔
蕊
語
聾
留
一
扇
一
華
耐
袋
一
恋
愛
怨
答
舗
萎
接
室
2
雲
量
E
z
=
忌
毒
言
後
喜
一
祭
器
妥
結
舵
泌
総
栄
一
一
聖
公
表
塗
一
蕊

高
等
学
校
卒
議
殺
〈
附
叩
級
協
十
二
月
十
六
お
ま
で
曹
幾
務
自
動
車
内
然
鰍
現
場
続

十
九
年
一
一
一
月
卒
業
見
込
み
殺
交
鴻
巡
慌
員
法
十
一
月
一
時
的
認
査

者
金
む
吋
准
ぴ
同
等
以
上
め
か
ら
十
三
丹
三
十
日
ま
で
智
資
絡
原
付
以
上
め
遂
紙
魚

学
力
を
ふ
脅
す
る
者
く
わ
し
〈
同
伸
、
給
制
官
察
署
{
好
品
川
街
裟
件
、
緩
家
主
者

V
踊
腕
骨
惜
受
付
期
附
問
。
間
四
七
一

???83333

ム
穴
令

i
九
一
八
二
希
製
品
噛
同
川
、
総
勢
祭
器
内
柏

昭
和
四
十
九
年
二
ω月
上
旬
か
に
お
問
問
い
合
せ
〈
だ
幸
い
。
交
通
安
全
協
会
〈
ハ
v
m悶
七
…

i

ら

問

問

一

一

一

月

上

旬

六

七

i
一
ニ
六
一
一
六
)
へ
ど
晴
雄
総

級

交

通

安

全

協

会

の

f
き

世
マ
ぜ
の
他

i

職

戦

髄

閥

お

よ

び

溺

変

質

〈

7

L

時
十
敗
欄
歌
唱
危
機
閥
、
自
H
成
資
金
刷
用

山

県

あ

ワ

線

終

〈
わ
し
〈
は
機
縁
側
訓
練
同
盟
関
梢
柏
交
滋
安
九
笠
同
期
会
は
、
次
丹

大
学
校
間
開
設
準
備
綴
畿
の
開
聞
と
お
り
殺
異
お
よ
び
湘
刺
殺
闘
を

一一一ぷ

i
四
一

l
三
三
一
一
一
一
へ
お
務
抽
惜
し
ま
す
。

問
い
合
せ
ド
き
い

U

。
然
災

ザ
線
開
問
苧
縫
人
民
女
子
一
名

V
後
務
官
暗
転
免
鈴
附
関
係
申
請

番
作
成
や
初
心
畿
で
も
で
き

る
簡
単
な
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